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○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

市民クラブの谷口です。最後の質問者になりましたけれども、時間、十分やらせていただ

きたいと思います。 

私は今回、先ほど質問の中であっておりましたように、限界集落の問題。これがですね、

町の真ん中におきましても、そういう問題があります。私が取り上げようとしておりました

のはですね、いわゆる中心市街地の再活性化についての中で、私はこの問題を指摘をしてお

きます。なぜかというと、実はいわゆる商工業者の意味での限界とか、農業の限界集落とか

っていうふうな意味とは違いまして、実は町の中心部でもですね、孤独死というのがいくつ

もあります。この１、２年の間に何件かの、そういうですね、本当にかわいそうな死がござ

いました。そういうことはもう一つ、角度を変えて言いますと、要するに町の中のそういう

ですね、商店街の中でも、空き家対策の問題が出てくるような大きな問題の中で、中心市街

地、町の中心部がですね、そういう状況になっているという実情の中で、そういう問題をで

すね、どういうふうな取り上げ方をするかと、どういう形の中でそういうものをですね、解

消をしていくか、それも１つの大きな市政の課題だろうという気がいたします。そういう意

味で問題の質問をしていきたいと思います。 

項目の順番でいきますとね、教育行政、その中で特に学校教育の中の反転授業についてを

ですね、ポイントにおいて、お尋ねをしていきたいと思います。 

また、歴史資料館と図書館の問題はですね、本当に避けて通れない大きな課題でございま

す。そういう問題の中で、いつも取り上げておりますけれども、さらに角度を変えて、こう

いう問題があるんだということを、指摘をしていきたいという気がいたします。 

さらに文化行政と住民参加でございますけれども、やはりですね、町っていうのは住みや

すい町、住みたい町、それがですね、いかに日本一であろうが、日本２番であろうがですね、

本当に住みたいと希望された方が、住んでみてよかったと思われるような町でありたいと。

そういう気持ちから、まちづくりについての提言なり、あるいはものの考え方をお尋ねをし

ていきたいという気がいたします。 

さらに、 福祉の生活環境の整備につきましてはいろんな問題がございます。例えばです

ね、町の中で今一番大きな問題になっているのはですね、犬の問題と猫の問題です。本当に

角度を変えていきますと、本当にですね、まさに野良猫の横行で、町の中の市街地がですね、

非常に困っている状況。しかしそれも一面に考えてみますと、猫が増えたということは、猫

を大事にしてくださる市民も多いということでございますので、そういうふうな問題につい

てもですね、どういう形の中で、行政として、していただかなきゃいかん問題もありますし、

また市民が取り組まなきゃいかん問題もあると思いますけども、こういう問題があるんだと

いうことをですね、きちんと指摘、お示しをしていきたいと思います。 

それからさらにですね、先ほど申しましたように、市街地がいわば限界集落的なですね、
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いわゆる農山村だけなんですよ、町の中もそういう状況であって、町の活性化がですね、失

われています。そういうのを再活性化するためには、どういうものをやっぱり考えていくか

ということについては、やはり議会としても執行部に対してお尋ねをし、同時に、まちづく

りのために共に頑張っていかなきゃいかんという気がするわけでございますので、この点に

ついてもお尋ねしたいと思います。 

それから先ほど言いましたように、住んでみたい町から、住み続けたい町、あるいは住ん

でいてよかったという、そういうですね、町にするためにはどうしたらいいか。単に道路と

か、あるいは建物だけの問題じゃなくてですね、教育もそうですけれども、本当の人の気持

ち、心の持ち方をやはり、このような中で問題として考えるべき課題があるような気がしま

す。 

最後に市長の政治姿勢についてお尋ねをするということで、今回１時間半の時間を十分に

使わせていただきたいと、このように思って演壇に立ったわけでございます。 

まず第１にですね、反転授業についてお尋ねを先にしておきたいと思います。この場所か

らお尋ねしてるのは、先般、私はですね、反転授業について、実は山内東小学校に参りまし

た。しっかり勉強させてもらって、教育研究実習があっておりまして、本当にすばらしかっ

たと思いました。単にですね、県内だけでなくて、ほかの県からもお見えになったような気

がしますけども、いろんな方々が、現場の勉強にお見えになっておりまして、真剣にですね、

研究がなされておりました。子どもたちも、なんと言いますか、公開授業ですね、物怖じす

ることなく、堂々と、しかも本当にこう楽しい学習状況だったような気がいたします。 

ただ、その中にも問題点がいくつかございました。そういうの含めて、お尋ねしたいと思

いますが、現在ですね、この反転授業の、この間のなんと言いますか、公開授業についてで

すね、どういうふうな感想、考えをお持ちですか、それをお尋ねしていきたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

代田教育監 

○代田教育監〔登壇〕 

１月に山内東小学校で２回目の反転授業を行ったわけですが、そこには、第１回目初めて

武内小学校で行われたときの課題解決という問題をひとつ大きく取り上げました。 

何が、武内小学校のときに課題だったかというとですね、その先生方が予習でつくるコン

テンツが、やっぱりすごく時間と労力がかかったと。これを、より効率的にやるにはどうし

た方がいいんだろうということが、大きなテーマでした。ですので、山内東のときには、そ

れを多分ですね、武内のときは、企業とのやりとりは 30 回くらいあったかと思いますが、そ

れをかなり激減して４回くらいのキャッチボールでコンテンツがうまくできて、今度はそれ

を持ち込んで、より話し合い、学び合いが上手くできる授業なんだろうと、いうことで効率

化とさらに授業の充実ということでテーマとしてやってきました。その点で言うと、その２
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つともにですね、ずいぶん第１回目の武内小学校の反転授業よりも、課題が解決され、また

向上も見られたというふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

私もですね、授業に、部屋に参りまして、片隅から勉強させていただきました。本当に子

どもたちも本当にこう、生き生きして、先生方もですね、本当に意欲的な取り組みをなさっ

ていることを感じて、本当にすばらしかったと思います。 

ここにお見えになってる各学校の先生方っていいますかね、関係者の方々もですね、うん

うん、と一生懸命ですね、こう、うなずきながら聞いていらっしゃいました。主に私はああ

いうふうな形の中でですね、まあいわば、復習、あるいは、予習、復習することによってで

すね、子どもたちのその学力の向上とか、それからまたいろんな問題、ものの考え方に対す

る、非常に幅広い分析ができると、それが大きな成長に役立つだろうということについては

ですね、すばらしかったと思いました。 

ただ１点ですね、気になったのはですよ、もう、あんなに一生懸命子どもたちしているん

ですけれども、確かにですね、山内の子どもさんたちはですね、非常に感心したことが２つ

あったんですよ。１つはですね、授業の中身の前に、１つだけですね、もう本当にこうすば

らしいなと思ったのはですね。私は高齢のために、のろのろ運転で運転して、どっかに駐車

をしようとしたわけですけれどもその時に、雨がもう降り出しましてね。駐車場もちょっと

尐しあれだったんですけども、子どもたちがですね、ちょっと停車して、こう、駐車場を探

してますと、２、３人の子どもが来てね、こっちがいいです、こっちですよって、丁寧に教

えてくれるわけですよ。あいさつもいいですね。あの学校ですね。ほかの学校もそうと思い

ますけれども、私はね、こうなんかこう、心温まる気持ちで会場へ入りました。そういうふ

うな状況でございまして、やっぱりこの学校がいわゆる、何て言います、ほかの学校もいい

学校でしょうけども、まあ、そういうふうな公開授業にですよ、本当にぴったりの学校だな

という気をして、私も――ただ１つだけ気になったのはですね、勉強においでになった、各

参加者の皆さんのことだったわけですよ。 

各学校の先生なり関係者の方々も一生懸命ですね、勉強で。尺度はよくわかったんですけ

れども、ちょっとですね、例えば、じゃあこの問題について、と言ったときにですよ。子ど

もたちがタブレットで集団で、グループでやりかかったときですよ。カメラのフラッシュが

するわけですよ。そうするとですね、大体１つの部屋にですね、大体 100 人から 200 人近く

の人がこう詰めかけてらっしゃいますから、一斉にカメラが。そしたら問題が提起されるた

びにカメラがピカピカピカするわけね。１回に、100 ちょっと 80 人が撮影スタートされてで

すよ、しとるんで、160、ニハ 16、160 ぐらいのですね、カメラのフラッシュの中で、子ども
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たちはなんか一瞬戸惑う状況でした。しかし、30 分くらい経ったらですね、大体もう慣れた

んでしょうね、そういう気持ちだったからほっとしましたけれども、そういうふうにやっぱ

り、ああいうふうな公開授業ちゅうのはそういうもんだろうかなという気はしたんですけど

もね。その点はどうなんですか。実施されるのはわかります。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

ちょっとやっぱこう、認識が違うなと思いますね。私もまあ多くの議員さんもお越しいた

だいたときに、あの人数でよく平穏にできたよねっていうのが、私たちの認識だったんです

ね。これは当時いらっしゃった古川盛義議員さんも、同じことをおっしゃっていたっていう

記憶があって、まあ、確かにカメラもあったんですけど、それはかなり、お越しになられた

方々が、意識が高い方々が多かったので、僕もあとで、子どもたちと話しましたけれど、な

んか邪魔なったねって聞いたら、いや全然って言うので、まあもともと、山内東も武内小学

校も慣れてるんですね。はい、もう非常に慣れてますので、そこは、子どもたちをもう尐し

信頼されたほうが僕はいいと思うんです。 

確かにね、そうは言っても、あれだけの人が、こう 200 人、300 人お越しになるっていう

のは、ちょっとやっぱ想定よりはるかに超してましたので、これについては、先の一般質問

でもお答えましたけれども、今度 12 校かな、小学校は、11 校。11 校に広がっていきますの

で、そういう意味でこう、オープンデーをもう尐しやっぱこう、多くすることによって、だ

んだん、こうお越しになる方々が、やっぱお越しになる方々も慣れていきますし、その量も

お越しいただける数もね、尐なくなっていくと思いますので、まあそこはわたしは全然心配

はしておりません。 

ですので、そういう意味で言うと、私としては、まあ、ただそうは言ってもいろんな感じ

方がありますので、それを一概に否定するつもりはないんですけれども、私自身はずっと見

ていて、まあよく抑制が取れた自律的な対応をお越しいただいた方はしてくださったなって

いうふうに認識をしておりますし、繰り返しになりますけども、子どもたちもね、なんか喜

んでましたよ。テレビ局のカメラ指して、これ全国放送ねって聞いてましたもんね。まあだ

から、我々が思っているよりたくましいということです。 

○議長（杉原豊喜君） 

24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

市長はなんか、角度の美しく曲がった考え方をされるなと思うんですね、私は。私が、申

し上げてるのはですよ、そういうふうな子どもたちの真摯に頑張っている姿、それから反応、

そういうものについて、私はすばらしかったと思ってます。それを申し上げているわけです。
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ただ、せっかくであればね、本当にカメラを持つ人たちも要は１回、２回それを写してその

結果をですよ、持ち帰って、みんなにこういう状況だと報告してあげたい。それはわかりま

すから、私も写してると思いますよ。しかし、そういう状況でなくて、そういう状況がもう

時間中続いとったわけですから、極端に言えばですね。そうなったときに、やはり、研究授

業発表の仕方についてもですよ、やっぱり子どもたちのことを考えていくことが、モルモッ

トとかあるいはですね、そういうふうないわゆる観客のための授業勉強してるわけやないわ

けですから。そういう点をですね、せっかくのすばらしい行事がですね、そういうことで残

念だなと。子どもの立場に立ったとき、あるいは保護者の立場に立ったときそう思いました。

市長はね、子どもはそれは、むしろテレビに映ったとか、喜んでましたって表現されますけ

れども、私はそういうふうな子どもの対するものの考え方じゃなくて、私なりの考え方でお

尋ねしているわけですから、できればもう、市長よりも、教育長から御答弁をいただきたい

と思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

代田教育監 

○代田教育監〔登壇〕 

実際に、２回目の山内東の来校者数、350 名ですね。当初ですね、１回目の武内小学校の

とき 200 名だったので、そんなに来ないだろうというふうには思っていたので、その部分で

いうと、さらに 1.5 倍ということに関しては、尐し見込みが甘かったなというのは正直反省

をしとります。 

実際には、武内小学校のときにはサテライト教室で、その教室に入らなくても見れるよう

な環境整えましたが、山内東のときにはですね、４教室もあるので、まあ何とかなるだろう

というところの、尐し見込みの甘さについては反省をしております。 

ただ、前提としてですね、それだけ注目を浴びているということ、肯定的にとらえており

ますし、また大勢の方々がいる中で、先生も授業をする、子どもたちも堂々と授業をすると、

いうその機会については非常に大事かなと、いうふうには思ってます。ただ、その大人達の

マナーに関しては、もう尐し事前に配慮をするようなやり方もあったかなというふうには思

いますが、繰り返しますが、ちょっとこんなに多くも注目を浴びてきてくれるというところ

の、想定外の部分があったので、以後は、来年度以降は配慮してきたいと思いますが、先ほ

ど市長の答弁にありましたように、来年度からは 11 校に広がりますので、その負担はずいぶ

んもう、最初から軽減されるんじゃないかなというふうには思います。以上です。 

○議長（杉原豊喜君） 

24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

まあ誤解はされないと思いますけど、私が申し上げてるのはですね、そういうふうな学習
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効果っていいますか、それからまたそのこと自体はすばらしかったということ、評価した上

での話ですから。ただやはり、観覧者のマナーですね。みんなそういう学識、経験、子ども

のための気持ちを御存じの方ばっかりの集まりでしたから、あまりにもですね、すばらしく、

賑やかなフラッシュの中で、子どもたちが戸惑いがなかったのかと。しかしあれを戸惑いな

くしたというのは、やっぱり山内の子どもたちはすごいですね。そういうふうな気持ちがい

たします。この点についてはこの程度でいいですよ。 

問題としてはですね、今後そういう授業がですよ、どういう形の中で進められていくかで

すね。ちょっと、前段のですよ、前段のっちゅうか、この今回の一般質問の中でもそれにつ

いてお話をあっておりましたからですね、あえてそれ以上申し上げませんけども、そういっ

たような取り組みの中で、やはりそういう予習復習というものについてね、やはりこう、保

護者の方で考えている中には、こういう問題があるんですね。例えば、じゃあ学校でどうい

うものを予習してくるかの勉強、あるいは復習するかっていう問題点は指導していただいて

いると思いますけども。やはり最近はですね、尐子化とかの関係でいわゆる兄弟がいないか

らですね、兄ちゃんと妹と話すとか、お姉さんと話すという機会の尐ない子どもたちも結構

いるんじゃないかと気がするわけですよ。そういうときに、学校から帰った後ですね、いわ

ゆる保護者さんとの勉強の仕方、そういうものが、いっぺん慣れてくると、親なんか邪魔に

なるぐらいに子どもたち一生懸命なると思いますけども。 

しかしそういう点についての配慮とかですね、そういうものはどういうふうになっている

かですね、その点をお聞きしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

ただいまの質問については、後ほど教育監から、説明いたします。先ほどのマスコミとか

参観者のことについてですね、２点だけお話をさせていただきます。 

武雄市の各学校では、非常に研究事業等頻繁にしていただいております。大変ありがたい

と思っておりますが、このときには、必ずその学校の子どもたちのために一番役に立つもの

でないといけない。その学校の先生方のために役立つものではないといけない。参観者は二

の次だという言い方で、すべて進めてきております。 

それから、２つ目はですね、マスコミとか参観のフラッシュ等々ありますけれども、反転

授業の場合は家庭との関係もありますので、取材については、厳しい指導を教育監からして

もらっております。行き過ぎがあった場合には、実際に私のほうに謝罪に来てもらったこと

もあります。 

そういう形で、今後もですね、取材等、あるいは参加の仕方については、お互いに注意し

ながらやっていきたいというふうに思っております。 
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〔24 番「議長、24 番」〕 

○議長（杉原豊喜君） 

答弁いいですか。 

〔24 番「あ、失礼しました。どうぞ、ごめんなさい。おねがいします」〕 

代田教育監 

○代田教育監〔登壇〕 

家庭での関係性という御質問だったと思いますが、まずあの反転授業の一つのいいところ

というか、特筆すべきところは、従来の勉強方法だと学校で教科書の 26 ページから 48 ペー

ジまで読んできなさいというのが、スタイルだったんですが、タブレットで音声と動画がで

きるということで、これが家庭で、お父さん、お母さん、おじいさん、おばあさんと一緒に

できるという機会が視覚、目で見る形でできるというのは大きいと思いますので、よりその

家庭での、どんな勉強をしてるんだろうと、いったところの共有であったりとか、学校に対

する興味関心の湧いている部分では、非常に有効な勉強法だというふうに思います。 

さらにですね、逆に言うと、そういう家庭での連携を前提とすると、やっぱりもう一つの

不安としては、そういうことができない家庭に関してはどうするのだと、いうような御不安

もあるかと思いますが。これについては、今、家庭ではどうしても難しいという子どもたち

に対しては、その前日の放課後児童クラブ等でですね、地域の人たちが教えていこうという

ような体制をつくろうというふうに思っていまして、どうしても、やっぱり家庭での勉強が

前提になりますが、そうした環境が整わない子どもに対しては、セーフティーネットをつく

っていこうというふうに考えています。以上です。 

○議長（杉原豊喜君） 

24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

今、教育長と教育監の説明受けまして、そういうふうに、いろんなこう取り組みをしてい

ただいてることについてですね、わたしも安心、安心とおかしいですね。十分、理解をいた

しました。 

ただあの、やはりあれだけの人に囲まれて、研究発表するということになりますと、さす

がにですね、子ども達も戸惑いが全くなかったとはいえないような気はしましたけども、そ

れも体験ですものね、確かに体験ですから。あれ以上のことが、あれくらいのことが滅多に

あるかといえば、ないもんですから、多分ですね、すばらしい体験になったと思います。そ

ういう意味ではですね、やっぱり子どもたちの成長にはプラスになると、いう気はいたしま

す。 

問題はですね、今度は学校教育に関連して、タブレットの件はとりあえず結構ですけども。

実はですよ、今度は中学校の問題に関連してまいりますけども、実は、今、青陵の中学校が
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あります。何年か前に、高校から切り替わったわけですけど。そういうときにですね、実は

中学校の教育の内容等についてですよ、結局県立の中学がなくなったとします。そして、私

立の中学校とか、それからまたほかの市外、県外の中学校に行く子ども達とか、そういう問

題がですね、あ、早稲田がありましたね、もう一つね。そういうふうな問題等がですね、い

ろんな問題が関連して出てきて、武雄の中学校の生徒たちの進学状況ですね、中学、高校、

そしてまた大学進学の状況等についてですね、やはりいろいろと、こう何といいますか、保

護者としては危惧、心配してることもあるようにお聞きしておりますけども。現在中学校か

ら高校に進学する状況ですね、そういうものはいかがになっていますか。資料は請求いたし

ておりますので、お知らせをお願いしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

中学から高校でありますけれども、地元の武雄高校、そして近隣の杵島商業、有田工業が

多くて、嬉野、それから塩田工業、白石、そして伊万里方面の各校というふうな進路状況で

ございます。これは、皆さん方、考えられてその状況というのは、御理解されている状況か

というふうに思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

今、教育長から答弁いただきましたけれども、私が資料としていただいたものの中にです

ね、武雄高校、青陵高校、武雄市内の高校、前までは３つあったわけですけども、現実には

今一つですね。 

実は先日、県議会の一般質問の２日目に、私佐賀県庁県議会に行って傍聴にまいりました。

その中ではですね、あとでこれは質問しますけれども、文書館の問題と、それから高校再編

の問題等が質問の中で出ておりました。やはりこう市民の中にもですね、いろんなそういう

問題についての大きな関心があられるようです。 

私の質問の前に、上田議員さんも高校の進学の問題等についても触れておられましたけれ

ども、実はですね、この中学校の青陵中学校が、いわゆるできたときにですよ、武雄市内の

中学校の子どもたちの３年生のいわゆる先生方の中でですね、やはり学級経営なり、いろん

なですね、子ども達の学習なり、そういういろんな部活を含めたことについてですね、いろ

いろと悩みがあり、問題が、問題っていうか悪い意味での問題ないんですけども、問題点が

いろいろあるような気がしたというふうな感じを、私たちはＰＴＡの方やいろんな保護者を

通じて、そういうことをお聞きしましたけども、現実問題として例えば、じゃあそのＡとい

う学校から、例えばじゃあ頑張っている子どもは、いきなり、その学校の中学校に行かない
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で、県立の中学校に行くとかですね。そういうことによって、中学校の、武雄市内の中学校

の学級経営とか、そういうふうなもの、子どもたちのいわゆるそういう何ていいますか、動

揺とかですね、あるいはまた、学習の効果充実というものに、影響がいろいろあるんじゃな

いかというふうなこともお聞きしますけども、その点についてはどうなんですか。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

青陵中学校の進学についてですが、これはこれまでの議会等でもさまざまに御意見をお聞

きしてまいりましたし、小学校での進路の指導というのは、青陵中ができてから、本格的に

必要になったという状況は確かにあります。 

ただ、各中学校とも校長先生方中心にですね、地元の中学校でもこんなに楽しいんだと、

元気出るんだという形でですね、いろんなことを頑張って特色を持ってですね、精一杯頑張

っていただいていると。ですから、まあ進路の選択をされるという形に、なってきているか

なというふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

私の手元にある資料ではですね、平成 15 年から 17 年度までについてはですね、それぞれ

高校進学、武雄高校、武雄青陵高校、市内の高校ということになっております。ですけども、

中学校についての資料はですね、やっぱりその３年間は青陵中学の名前が出てまいりまして、

記録がございませんけども。とにかく、やはり中学の生徒自体が減尐している、人口減で減

尐しているという中で、そういうふうな、各武雄中学あるいは各周辺の中学校でもですね、

そういうふうな中学から進路指導――小学校の進路指導の問題が出てくるという問題があっ

て、そういう、どういうふうな取り組みをなさってるかですね、教育の内容に関するもので

すから、私達は全幅の信頼を置いてお任せするしかないわけですけども。 

実は、県立高校の再編問題が出てきたときにですね、実は本当に中学が武雄からそういう

青陵中学ということになったためにですよ、その武雄中学の生徒。あるいは北方ですね。そ

れから山内の中学の生徒。そういうふうな方々、北中もそうですけども。生徒からですね、

そういう、例えば青陵中学校に進学するため、あるいはいわゆるその次の大学進学を絡めて

の話でしょうけども、そういうふうな問題で、市内の中学の生徒の中からそういうのが、そ

うした子たちが選抜されていくということなったときに、なんかこう子どもたちの学習の方

法とか、あるいは地域の状況とかってっていうものに影響はあるんじゃないかとか、そうい

うふうな問題もいろいろと一部お聞きしました。 

私も体験がありますけども、私は武雄の中学校、旧制の中学校があったときですね、進学
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をしました。でまあ、私は話し下手でしたから、実は口頭試問で落ちまして、高等１年って

いう、昔はですね、小学校６年からあとはですね、高等１年、２年とあったわけですよ。高

等１年に行って、また改めて中学に受け直して、武雄の中学校に入って高校、学制改革で切

り替えになって、ていうふうな形の、いろんな体験を持ってるわけですけども。その中で、

やはり中学校に友達が入ってしまったら、高等１年――尋常高等小学校の６年、７年生って

おかしいですね。１年生になったときにですね、学級の状況というのが、雰囲気がずいぶん

やっぱり違ってきたわけですよ。そういうことを考えましたときに、そういうものに対する

対応はね、１つは学校の対応と同時にですね、実はもう一つ大きな問題があるのはですね、

武雄から人材が遠くに行ってしまうことやなかろうかと。地元の学校に行って、自分のとこ

ろの家業を継ぎ、あるいはまたそういうふうな地域の仕事に就くっていう人達がですね、今

度は、じゃあ県立の高校行った、あるいは県外の高校に行ったということの中で、そういう

ふうなね、いわゆる次の世代の人たちの人口の流出があるんじゃなかろうかと、そういうふ

うな問題も当然出てくるわけです。その年はね、わずかに 20 名か 40 名か 50 名であったにし

てもですよ、どんどんどんどんそれが、そういうふうな方が外に出て行ってしまうというこ

とになると、やはりこれもですね、人間も大きな武雄市の資産ですから、市にとってはです

ね。そういう問題も出てくるんじゃないかっていう気がして、あえてお尋ねをしてるわけで

す。 

県での論議はですね、県立高校の再編に絡んでですね、どうしてもですよ、武雄だけです

よね、高校が１つしかないのはね。御指摘、この間あったように武雄だけしかないんですよ。

今まで３校あったのがですよ、女子校も含め３校あったのが、今武雄高校１校になっている

と。そうするとですね、鹿島もいくつもありますよね、伊万里も唐津も、もちろんですね。

そういうふうにして、周辺のところには、みんな高校が２つ以上あるわけですから、そうな

ったときに、教育を中心的な役割を果たした武雄がですよ、本当にですね、いわゆる単に高

校が１つしかないことだけが問題ではなくてですね、そういうことによって、人材の流失と

かですね、そういうものが、起こってんじゃなかろうかと、起こる可能性あるんじゃなかろ

うかって気がします。 

そこで、高校は今再編によって、きのうの話の中でも高校増やしたりすることに対しては、

いかがかっていうような話等も、いかがかっていうか、その可能性の問題については言及を

それ以上されませんでしたけども、本気でですね、例えば企業誘致をですよ、例えば大企業

を誘致して、あるいはまた一生懸命頑張ってもらって、そしていわゆる経済を活性化すると

か、市のそういうのも浮揚させるということも大事な課題ですけども、教育環境を整備する

ことによって、人材が武雄に残る、あるいは武雄からそういうですね、教育を受けて出てい

くというですね、そういう問題がですね、前の質問者も申しておられましたように、そうい

うふうな大きな問題がやっぱあるんですよ。だから非常に地味に見えても、これはですね、
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本当に武雄が宇宙科学館をつくったときの運動のように、あるいは歴史資料館運動を展開し

たときのようにですね、もう市民運動をしてでもですね、今からどうしても高校再編問題は

まだ出てくるわけですから、絶えずくすぶってる課題ですから、その問題、その取り組み方

についてですね、どういうふうにお考え、これを市長にお尋ねをしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

たくさんの質問が入っておりましたけども、最後の質問についてお答えしますと、再編に

つきましては、武雄市の場合、１校になっておりますので、表に出てこないわけであります

けれども、私としましては、杵島商業とか、有田工業、嬉野につきましても、学校別にみま

すと、地区別にみますと、武雄からの子どもたちの率っちゅうのは非常に高いわけでありま

すので、通学、あるいは経費等の面から考えましてもですね、注目しているところでありま

す。 

特に合併を計画してあるような学校につきましてはですね、また今後もですね、来年の 10

月ぐらいがめどと聞いておりますけれども、また考えていきたいというふうに思っておりま

す。 

〔24 番「市長はどうですか」〕 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

教育長と同じであります。 

○議長（杉原豊喜君） 

24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

教育長と同じ考えということございますので、そういう問題についてはね、もう本当に市

をあげて取り組みしていただきたい。 

そしてまた、本当にこう、これだけですね、知名度があり、元気のいい頑張り屋さんの市

長ですから、みんな市民がバックアップして、全部ですね、本当に武雄に教育環境をもう一

つつくりたいと、そういう運動をですね、本当にこう全市一丸となってやれるテーマですか

ら、その点についてはですよ、やっぱり今から取り組みしとかんとですね、そのときになっ

て追いつかんのですよ。そういう気持ちがあるもんですから、あえて質問の中に加えさせて

いただいたということでございます。 

とにかく、そういうことで、前向きに取り組んで思い切ってやっていくと、そのために市

民を結集してやるのはですね、喜んで私達も参加します。そういう気持ちでございますので、
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ひとつ前向きに思い切った活動をしていただきたいと思います。 

次に移ります。ここにですね、先ほど申しましたように県立の公文書館の話が出てまいり

ました。私、きのうですね、あるお葉書をいただきました。古藤さんという方で、県の教育

長をなさった方です。そしてですよ、同時に今はですね、どういう立場でお手紙をいただい

たかっちゅうと、県立の公文書館をつくる会の会長さんをしていらっしゃるということでご

ざいました。 

私は、樋渡市長が就任されて間もなくですね、実はこういうことをお話しを、提言をした

ことがございますが、お願いしたことがございますけども。武雄にあるですね、いわゆる、

古文書とか公文書、特にですね、合併によって各市町村が抱えていたそういうふうな古文書

なり、公文書っていうものがですよ、散逸してしまうと。活字でとじてあるのはですね、紙

だって紙質ボロボロになってまいりましょうし、いろいろ問題ありますね。製図も、それを

その電子と言いますか、そういうふうなその新しい技法で、いわゆる紙じゃなくてですね、

そういうふうなもので収録するというそういうやり方が適正ではないかという論議は今まで

あっておりました。私はそのときに、ちょうど合併によってですね、山内もたくさんの資料

がありましたし、北方も武雄ももちろんございました。それぞれの行政資料を含めた公文書

が、それぞれ十分に保存されていれば結構ですけども、なかなかですね、そういうのもずっ

と１つの場所で保存するのは大変だっていうことで、恐らくですね、役所は大体、何年以上

になるとそれを処分するという形であります。昔はそういうものについてですね、まあいわ

ゆる記録としてはですよ。そういうふうな、なんと言いますか、ファイルに入れてっていう

ことがですね、できなかった時代でしたから、なかなか大変だったと思いますけども。そう

いう中で、いつか申しましたように、例えば私、この間県立図書館のほうから、非公式にで

すね、私が持っておりました、いわゆる武雄市がですね、幕末、あと明治維新のときですよ。

武雄が、佐賀県がですね、もういわゆる伊万里県になったり、長崎県になったり、三潴県に

なったりしてですね、もう県そのものがなくなった、なくなろうとしたときがありました。

そのときのものをですね、私は一ノ瀬家ですね、古い家ですが、昔貴族の町長さんの家から

預かっておりました、いわゆるそういう教科書がですね、長崎県立、県の武雄中学校という、

大きな公印の押さった資料をですね、市長にお見せして、そのときにこういうものが、大事

なものがあるから、ちょっとそれを収蔵し、あるいはなんですかそれを含めてですね、ほか

のところの、もう全国からでも集めても、そういうですね、まあ体育館をですねいくつもつ

くったぐらいの、いわゆる公文書館とか収蔵施設をつくることによって、それも観光事業や

学問の振興に役立たんだろうかっていう提言をしましたけれども、そのときはできませんで

した。しかし、あれから９年たちましたから、もう一つ課題としてですよ、取り組んでいっ

てもいい問題じゃなかろうかいう気がしたものですからで、あえて、県立の公文書館ができ

る前に、武雄で公文書館を開いて、とりあえず県ができるまでうちが預かりますよと、そう
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いうふうな、ものの考え方っていうものをですね、できないんだろうかということで、市長

にお尋ねをしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

やっぱり昨今の市民の皆さん達の意見を聞くと、やっぱり消費税が上がって生活がしんど

くなる。あるいは、これから子どもたちが大きくなって、学費に物すごい額がかかってくる。

しかし一方で所得がそんなに上がらないといったことがある。ですのでそういった意味で言

うと、優先順位からすると、僕は全くそれは否定するわけじゃないんですけれども、まあか

なりやっぱり低いですね。やっぱり、行政というのは 360 度、森羅万象やっぱりしなきゃい

けないし、それは予算を伴う話でありますので、優先順位をちゃんとつけてやっていきたい

と。 

そして、やっぱりですね、まだまだ借金がもうたくさんなんですね。そういった今、箱物

をつくるとなると、それはやっぱり 20 億 30 億かかってしまうと。これは恐らく議会もそう

ですけれども、果たしてその市民が、本当にそれに対して、そういった公文書館に対して、

いいぞ、ということをおっしゃってくださるかどうかっていうのは、私は、甚だ疑問なんで

すね。全く否定しているわけじゃないんですけれども、そういったことで、私は、やっぱり

もし次を担わせていただけるとするならばね、市長着任した８年前に、市長着任したときの

420 億の借金を今 300 億近くまで返しています。 

そして、基金の総積み増しも 80 数億円を今 113 億円まで積み上げています。そういった

中で先ほど申し上げたとおり、政治っていうのは優先順位の話です。ですので、それをやっ

ぱりこう、困っておられる方々に、きちんとその配分をするということが、やっぱり今一番

先なのかなということを思っております。ですので、私が今、まあ次どうこうするっていう

のは、もうここで、一般質問で私が言える話ではないですので、私の考え方とすれば、優先

順位としては極めて低いということでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

武雄市が財政的に、まあ優先的にほかの施策をするということについてはですね、結構で

すよ。それはそれで優先順位があるでしょう。ものの考え方は、武雄市のお金を使うという

判断からするから、そうことになるんじゃないですかね。私が申し上げたのはですよ、前段

申し上げましたように、例えば県立の宇宙科学館をつくるときは、県立ですね。武雄市が出

したお金は、ほとんど、あんまりありませんよ。あれ 100 億近く県が出しました。今度公文

書館をつくらにゃいかんと、県内いっぱい声があるんですよ。だから佐賀につくらんで武雄
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につくってくれという運動を、市長さんならできるんじゃなかろうかという気がしますけど

も、いかがですか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

私は、むしろそれよりも白岩の体育館。まあこれは先の議会でも申し上げましたので、こ

れ申し上げていいと思うんですけれども、例えば白岩体育館であったりとか、あるいは武雄

市の文化会館で、よくよく考えてみれば佐賀県西部にそういう県立あるいは、県と市が出し

合った複合施設っていうのはないんですね。ですので私はそっちを優先しようと思ってます。 

これはもとより、一応これ議会、優先順位というと先ほどちょっと私がね、すごい上から

目線で申し上げて恐縮だったんですけれども、これ議会とよく相談する話ですので、議会と

優先順位をつけてやっていきたいと。そして私も、何度もお願いもしたこともあります。い

ろんな事で、国にいたときはお願いを受けた場面もございます。自治体さんから要望を受け

て、例えば県とか府とか都から要望を受けて、査定をさせていただいたこともあります。そ

ういった中で、あれもこれも要望するようなとこってのは、もうはなからもう問題にしない

ですよね。ですので戦略的に、武雄市としては、これこれを優先したと。それがかなうかは

別にしてもね、そういった中でも優先順位っていうのは、そういう公文書館については否定

するわけじゃないんですけど、極めて低いということを、申し上げたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

まあ今の市長の考え方はそうだと。しかし、あしたになると変わらんもんでもないですか

ら。要するに問題はね、市民の気持ちがそこに一致すればですよ、市長はせんわけにはいか

んでしょうからね、極端に言うと。まあそういう表現はおかしいですけど、ちょっと今の表

現が適切じゃないですね。要するにそういうふうに、市長にやってほしいという要望が高ま

ってくればね、それは無視できない問題ですから、いわゆる例えばそういうふうに、県にそ

ういう呼びかけをするとかね。そういうことは、だから今、県立公文書館についてはですよ、

まだ、建設する場所とかそんなんも決まってないそうですよ。ですから、せっかくであれば

ね、そういう問題を、とにかくそのなかなか、地味な仕事ですから、華やかじゃないですか

らね。それはなかなか取り組むのも大変と思いますけども、非常に歴史的に次の時代に大事

なものだと私は思います。ですから私たちがこういう発言をしないとね、やはり若い人たち

というのはまだ、感覚の違いがあると思います。でも古いものを大事にしとかんとみんな若

い人も年とってくるわけですよ。ですからそういう時代のためにもですね、きちんとやっぱ

り問題は提起しとかんといかんという気がしますので、まあそういうお答えではなかろうか
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と気がしながらも、あえて申し上げときます。これは絶対に記録に残しとくべきことだとい

うから、あえて私は申し上げているわけでございます。 

非常にですね、公文書館の問題は、とにかく今、いろいろ多分インターネットでいろいろ

集録してあった。例えばじゃあ、貯金ですらですね、どこからか侵入したなんですか、ウイ

ルスによってですよ、なんか何百億とかいうお金ががいっぺんに消えてしまったとかいう、

そういうふうな時代ですから、やはりこれは単なるデータとか記録とか、そういうもんでな

くて、きちんともので残しておくことが大事じゃなかろうかという気がして、どうしてもな

りませんので、本当に地味な、極めて地味な質問ですけれども、あえて申し上げておきたい

と思います。武雄では、こういう問題についても取り上げて取り組んでいるんだということ

をですね、やっぱり、もうみんなにわかっていただきたいわけですよ。 

そして、佐賀県中の方々もですね、すごい方がいっぱいいらっしゃいますから。そういう

点について、一つそういう取り方を県として今後、頭に入れといていただきたいと思います。 

次に移ります。歴史資料館の問題ですね。図書館・歴史資料館の問題ですけれども、私の

とこにですね、なんかこういっぱい、難しい問題よくわからんのですけども、いっぱい資料

がまいりました。これいちいち読むとですね、何時間もかかりそうなもんですけども、ちょ

っと読みきれない問題もございますけれども、千円図書館についてというデータはですね、

69 ですね。70 件ぐらいインターネットでこうきたわけですよ。これは何にもその、1,000 円

しか値打ちがない図書館という意味じゃなくて、1,000 円は持って行かんと、もったいなく

て行けない図書館だぞという表現の意味合いのもので、たくさんあります。お金がかかると

いうことでしょうね、恐らく。 

こういう問題についても参りましたし、なんかですよ、やっぱりそれぞれ武雄は注目され

てますので、市長が注目されると同時にですね、武雄の議員の発言もそれぞれの方々、いろ

いろ注目される方もあると思いますけれども、この中で、いわゆる、いろんなですね、みん

なで考えよう、民意が試されてる、ということでですね、武雄の千円図書館まとめサイトと

いうのが送ってきました。私もどなたから来たのかよくわかりませんけども、この中でやっ

ぱりですね、やっぱり子どもたちが、あるいは、しっかり勉強できる環境づくりのために、

いろんなことがありますけども、そういう問題いまだにこういう形であるんだということだ

けはですね、こうも、とりあえず申し上げておきたいと思います。 

同時にですね、図書館の問題で１点だけです。もう、私はそう多くを申しませんけども、

確かにですね、雰囲気もいいし、私も図書館も何回かは行きました。歴史資料館で展示等も

拝見させてもらいましたけども、本当にですね、蘭学のことはすばらしいと思いますし、ま

た蘭学にとってもですね、いろんなものがいっぱい出てまいります。そういう中でですね、

どうしてもやっぱり見ておって、寂しいのはですね、展示する場所が数が多すぎてですね、

そして場所が狭いということですね。本当にですね、もっとやっぱり思い切って、まあ強い
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ていえば、市長はあまり、不愉快になられるかわかりませんけども、例えば、ビデオの借り

場所等をですね、ある一定の時期は返していただいてですね、そしてあるいは、ほかの場所

にお金かけてつくられても結構ですよ。つくってその分だけちょっと移して、もともと蘭学

館っていうね、蘭学の展覧会するとに蘭学館の看板は、はずされてるわけですから。蘭学館

という、蘭学館の中でですね、例えば大砲も、あるいは、とにかくそういう、日本の夜明け

をつくった、武雄の文化、歴史、そういうものをですね、きちんとこう展示することによっ

て、あれだけの人間がですね、武雄市図書館にお見えになるんですから、世界中の人が注目

する図書館であれば、なおのこと、世界中の人に注目される歴史資料の展示場があってもい

いんじゃなかろうかという気がしてなりませんので、もう多分お答えを、気にしながらあえ

て質問をいたします。どうでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

まだ、指定管理者先のＣＣＣとすり合わせているわけでもなんでもないんで、これは私の

私見として申し上げたいと思うんですけれども、やっぱり図書館ていうのは、止まったらだ

めだと思うんですよね。やっぱり人間と一緒で、成長する図書館て。それもその時々の、や

っぱり市民の皆様方、あるいは来館者の方々、ツイッターで騒いでいる人は、こんなん無視

していいと思うんですよ。ですので、実際お越しの皆さん達がね、ここはこうしたほうがい

いよねというのがあればね、それは、まあ財源にも相談しなきゃいけないし、議会にも当然

のことながら相談しなきゃいけないんですけど、それは、変えていく必要があるだろうと思

っております。 

私は何も今、旧蘭学館で今、ＣＤとＤＶＤがあるじゃないですか。まあ７万点ぐらいある

んですけど、それはそのままでいいと思ってはないんですね。ですので、今要望が多いのは、

あそこで例えば、私いくつか聞いているのは、キッズスペースがお母さんたちからほしいよ

ねといったこと。あるいは、どうしても今、蘭学展をやっておりますけれども、そうなると、

メディアホールが使えなくなっていますので、なかなか、例えば講演とか集会が今しにくく

なっています。文化的な。だからそういう場にしてほしいなっていう意見とか、まあいくつ

かきてますので、それにやっぱり応ずる必要はあるだろうと思っていますので、昔の蘭学の

ままに、つくったら終わりではなくて、やっぱり市民の皆さんたちの意見を快く聞いて、ど

んどんやっぱり変えていくと、修正していくということが私は大切だと思ってますし、これ

もやっぱり議会とよく相談をしたいと思っています。そして、私どもの考えを指定管理者の

ＣＣＣともよくすり合わせをして、市民目線に立った図書館にさらにしていきたいと、この

ように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 
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24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

今、市長のおっしゃることはよくわかります。ただね、結局そういう問題の中でも、いく

つか問題点があるような気がいたしました。私は、例えばあそこでお茶も飲みますし、コー

ヒーも飲みました。それはそれで快適な環境です。ただ問題はですね、ちょっと気になった

のはですよ、読書を私たちは、どうも、音楽を聴きながら読書をしていた習慣がないもので

すから、非常に無粋で申し訳ないけれども、音楽が、何もその、どこが図書館向きの音楽を

編集して、あるいは流してあるのか、ようわからんのですけれどもね。コーヒーを飲みなが

らまではいいですよ。本を読む、まあ本を汚さなきゃいいわけですから。それはいいです。

音楽を聴きながらコーヒーを飲む。それもいいわけですよ。音楽を聴きながら、コーヒーを

飲んで、本を読むてなると、ちょっと問題があるような気がするわけですよ。て言うのはで

すね、（発言する者あり）なんか、そうか、叫ぶ者ありですね、わかりました。じゃあ、そう

いうことがですね、その私が申し上げているのはですよ、結局ですね、いわゆる、読者は静

かに読みたい人もいらっしゃるわけですよ。ですからね、やはり、そこらの音楽を、いわゆ

るスターバックスですか。その、喫茶部門にですよ、音楽のことをお任せしないで、これは

やはり、本を読む人たちを中心に考えていただいてですね、コーヒー飲みたい人は、それは

行ってもらって、せっかくできたおいしいコーヒーですから。私も飲みましたけども、いい

んですけども、四六時中音楽を流すということについてはですね、私はそこまでですよ、そ

のいわゆる、委託事業というのは、音楽のことまで、やっぱり委託しているわけですか。実

際上ですよ、問題になっているのは、本当のすばらしい読書の環境をつくることが大事です

けども、そういうことが気になりますが、その点はどうですか。これは、教育長ですか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

指定管理者の実務の最高責任は私でありますので、まあ指定管理者のその施設を管理する

のは、所管は教育委員会ですけれども、これ議会で説明するのは、これ大部分は私の役割だ

と思っていますので、その観点で御説明しますとね、全館で、別に音楽、全部かけているわ

けじゃないんですよ。例えば奥の読書室、あるいは２階のね、学習室については、音楽が聞

こえない構造にしています。特には２階は 100％聞こえない。１階の奥のところも 100％聞こ

えない。というふうになっていますので、スターバックスの席の部分であるとか、あるいは

ちょっと奥の部分が尐し、奥っていうか、入ってから、子育てのスペースですよね。そこの

ちょっと手前まで音楽が聞こえるというふうになっている。 

これは、今度５月に出す本にちゃんと書き込みますけれど、なんでこれをしたかというと、

２年前の５月の集会のときにね、これからこういう図書館にしたいということを申し上げて、
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まあ、２時間ぐらい終わった後に、主婦の方が私のとこに寄ってこられたんですね。そのと

きに、今の図書館だと子どもを連れて行けませんっていうことだったんですよ。それ、なぜ

と言うと、やっぱり泣いたりしたときにね、非常に来館者のほかの方々に、なんかこう、ス

トレスが、自分自身がかかるというのと、やっぱり子どもがさらにその環境になると、もう

やっぱり子ども、よくわかるんですよね。もう二度と図書館に行きたくないというので、市

長さんできれば子どもがいるところは、尐なくとも音楽をかけてほしいっていうこと。しか

も、大人も親しめる音楽をしてほしい。そうすると、わめいたりしてもね、音楽が緩衝材に

なるというような言い方をされたんですね。かつ、今御覧になってわかるように、図書館で

いろんな打ち合わせもされていて、あとお母さんたちが、女子会を図書館の中で、こうされ

たりとかね、していて。僕はこれ図書館の本当にあるべき姿の一つだと思っているんです。

もちろん、本を静かに読まれるっていうニーズについては、先ほど申した通り、それは場所

を変えればいいだけの話であって、それはやっぱりさまざまな方々に、全部じゃないにして

も、きちんとニーズに応えるっていうのが、樋渡市政の根幹でありますので、そこはぜひ、

今度席をずらしていただいて、本をね、読んでいただければありがたいと思います。全部自

分と同じていうふうに思わないほうがいいと思います。もちろん、その音楽があって、よか

ったっていう方々もいらっしゃればね、あなたのように、音楽がないほうがいいという方も

いらっしゃいますので、それはそれぞれの場所がありますので、それぞれの場所で、自分の

その欲求を満たすっていうことが、今の図書館だったらあり得ると思っています。昔の図書

館は一律でした。音楽もかかっていないし。だから今は多様性です。やっぱり一番公共施設

でも重要なのは多様性であります。ですので、その多様性に応じて、まだまだ課題があるこ

とは百も承知していますけど、我々はそういった図書館サービスを行う必要があるだろうと

いうことでＣＣＣに対しては、そういった市民の切実な声を踏まえて、私のほうから、準備

期間のときにＣＣＣに対してお願いをしたということが経緯でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

まあ、多様性の問題は結構ですけれども、私はですね、自分で音楽聴くの嫌だからという

ことを申し上げてるわけやないんですよ。（発言するものあり）そういう要望、そういう気持

ち、それが利用する方々の、市民の声として、何人もからお聞きしたから、あえて問題点と

して提出しているわけです。私は意外と環境人間ですから、対応をしますよ、いろんなこと

で。音楽鳴りながら、本読まにゃいかんなら、そういう読み方も方法としてはありますよ。

ただ、音楽の種類とか、程度とかいろいろありますからね。そこはあえて申し上げませんけ

ども、そういう問題があることだけは、きちんと申し上げておきたいと思います。 

次に参りますけども、実はですね、現在、私図書館に何回か行ってみまして感じたのはで
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すね、こんなこといいだろうかと思って心配したんですよ。ていうのは、やはりそういう歴

史上の、整理とかなんとかはですね、通路であってましたもんね。物品を開いて運搬する通

路で、そういう分類資材を。結局はですよ、メディアホールというか、そういうふうな、い

ろんな準備する部屋も尐なくなっているから、どうしてもそうなるんでしょうけどもね。実

際ですね、その古文書にしてもいろんな資料にしてもですね、それを物を運搬する通路まで

はみ出さなきゃいかんようなことではですよ、本当に貴重な本をですね、預けるとかいうこ

とができなくなるんじゃなかろうかという気も一面いたしました。 

それは私のいわば、なんていいますか、杞憂であればね、それはいいんです。しょうがな

いでしょうけども、そういう問題点もあるということは、要するにスペースが足りないんじ

ゃなかろうかという気は私はいたしました。 

図書館が今非常にみんなに評価をされていることを、全てを否定するわけではないんです

よ。それはそれとして評価をしながらも、もっとよくするためにはですね、いろんな方法を

考えていくべきではなかろうかという気がしました。特に蘭学館の収蔵品の問題でもですよ、

あるいは、大砲にしてもなんにしても、常設の展示ができたらですね。そして、またメディ

アホールが極端に、もう一つなければということもおかしいですけども、なんかこう、方法

があればですね、その解決する問題でなかろうかという気も一面いたします。 

同時に最近ではですね、メディアホールの入り口のほうで、水飲み場がありますね。そう

いう水飲み場についてもですよ、例えば、いつかも指摘しましたように、ただ、子どもがで

すよ、ぶら下がって水を飲まにゃいかんような状況じゃなくてですね、せっかくならひとつ、

子ども達もコップで飲めるようにしてあげるとかね、そういう心の気配りをしたらね、環境

も子どもたちにとっては必要じゃないかというふうな気も一面いたしました。しかし、予算

の関係とか、いろんなね、運営上の問題で、いろいろこう考え方あるでしょうけども、あえ

て指摘だけはいたしておきたいと思います。同時にですね、実は、５時になると、みんな子

どもたちとしては帰してほしいということでいかがですかという話もしておりましたけど、

ちゃんと、もう５時になりましたと。だから、１人で来てる人はお家に帰るようにしてくだ

さいとかね。丁寧な放送があっておりまして、一安心をいたしました。やはり今からですね、

夏になりますと、今はまだ暗くなりますから、つい５時になったのを、音楽聞いても聞かな

くてもそういう感じでなりますけども、今からは明るくなりますと、どうしても夜遅くなっ

たりしますので、子どもの非行の問題とか、あるいは非行よりもですね、事故に巻き込まれ

ないようにするためには、やはりそういうふうな、閉館時間等については、まあ、図書館が

配慮してですね、丁寧に放送してもらってますので、安心をいたしました。そういうものを

含めてですね、いくつの問題が、せっかくすばらしいものであれば、それをみんな生かすた

めに、そしてまたよりよくするために、努力するのが私たちの仕事だろうという気がします

ので、あえて、今までものをいくつか指摘したわけでございます。 
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次に空き家対策について、移りたいと思います。先ほどですね、松尾議員さんからもいろ

んな御指摘あっておりましたけども、実はですね、冒頭申し上げましたように、実は町の真

ん中でもですね、限界集落みたいになってですね。そしてですね、実は、もう本当に、亡く

なってからあとでわかったという孤独死というものが２件も続いて起こりました。本当にで

すね、だんだんだんだん、町なかがそういう状況の中になっているのを考えましたときにで

すね、本当にもう限界集落というものは、単に農村とか、あるいは山村だけじゃなくですよ、

町の中まできてると。先ほど松尾議員さん御指摘になりましたけども。そういうふうなこと

を、実感として私達も感じております。 

地域のコミュニケーションといいますか、本当に隣近所、いろいろ声をかけあってですよ、

そういうことがないように、みんなそれぞれ努力してもらっておりますけども、やはりです

ね、独り暮らしのところには手が届かない。特にですね、女性の方の独り暮らしのところに

はですね、なかなかこう、声をかけにくいという点もございまして、結局続いて、２つほど

ですね、そういうことが起こりました。それぞれ地域同士でも、やっぱり新聞が２日も入っ

とったとかですね。新聞取ってなかったとか、新聞とか牛乳取ってるところはすぐわかりま

すけども、そういうふうな問題でですね。非常に町側からもそういう危惧はあります。同時

に町の中の活性化の問題が出てまいります。実はですよ、例えば、武雄の中心街での温泉通

りはですよ、本当に温泉も、ああいう照明でもきれいになりましたし、すばらしいのでいろ

んな方が写真を撮りに来たりして、いろんな方がですね、温泉通りも夜遅くまで賑わってい

ますけども、一面ですね、やっぱり中心の市街地の中では、町の中がですね、だんだんだん

だん、寂れてきてます、事実上ですね。いろんな行事が成り立たないようになっている、そ

ういう状況があります。結局ですね、それはどういうことかというと、結局それは、いわゆ

る市街地の再活性といいますか、例えば、こども議会でもこういうことが質問の中にあって

おりましたね。昔のように、恐らく自分の親、お父さん、お母さんから聞いたんでしょう。

あの温泉通りは、昔は中心のところは賑やかで、みんなお祭りのときになるともっとお小遣

いもらって行ってたっていう雰囲気の中を、状況を知っているんでしょうけども。こども議

会でもですね、いわゆるそういう市街地の活性化の問題を取り上げて、子どもがいました。

これは発言を正確にせんといかんもんですから、こども議会の議事録をですね、教育委員会

にお願いしましたけども、先般の議会では議事録がないということでしたので、その議事録

に類似するものですね、私は貸してもらいました。この手元に今持ってませんけども。その

中にあったのはですね、例えば子どもたちは、中心市街地ですか、そういうふうな地域の活

性化のほうについてどう考えていらっしゃいますか、ということを、多分、こども議会、市

長も記憶あられると思います。あったときに、市長のお答えはですね、図書館のほうが、と

いうふうな表現をされたために、子どもががっかりしとった、というふうな話をですね記録

の中でありました。今手元に……（発言する者あり）ないですか。（発言する者あり）いや、
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議事録があればねそれで私はお聞きしたいと思ったんですよ。（発言する者あり）まあ質問の

仕方がどうなのかは別ですけども。（発言する者あり）そういうことがあったもんですから。

（発言する者あり）私有地、市街地の活性化の問題についてですよ、どういうふうにお考え

かですね。再活性化についての、まあひとつ。いや、市長が答えられなければ、ほかの担当

の所管課でいいですけども、お答えいただきたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

あなたの御質問にがっかりしました。 

がっかりしたのも、今立ち直りましたので。やっぱりですね、再活性化というのは、再と

いうのはやっぱり難しいんですよね。人間の体もそうだと思うんです。黒岩幸生議員さんが、

きょうなかなか自分はもう 65 をね、超して、したときも、もう若い人に道を譲りたいという

ことをこうおっしゃって、まあ私はね、年齢云々ということじゃなくて、それはやる気とか

いろんな問題だと思うんですけども、確かに黒岩幸生議員さんの御質問を踏まえて、そこは

そうだなあっていうことを思ったんですね。だから、その人間の体も同じなんですけど、恐

らく新陳代謝っていうのがこうある。活性化と、再活性化って考えたときに再のほうが、は

るかに難しいっていうのは、それは、私ももう 40 半ばにきてますので、もう 20 のときとか

やっぱり十代のときとはもう全然違うわけですよね。だから、そこのアプローチというか、

プロセスをやっぱりきちんと考える必要があるだろうと思っていて、このときに、やっぱり

考えなきゃいけないのは、今武雄市っていうのは、山内町、北方町と一緒になって武雄市と、

まあ旧武雄市ですね、なってますので、じゃあその開発の場所を、本当に今までの例えば武

雄温泉通りだったら温泉通り――私も活性化すればいいと思ってますよ。だけど、やっぱ市

民合意でね、やっぱりここをしていこうよということの議論が私はあるんだろうなというふ

うに思うんです。ですので、やっぱり私は周辺部を、自分がまあ周辺部出身というのもある

かもしれませんけれども、いわゆる周辺部に、やっぱりきちんと均衡ある発展をしないと、

これからの武雄市はもう存在しないというふうにも思っていますので、そういう観点ってい

うのはあると思うんです。 

それと、今まで旧武雄市は、大幅な借金に借金に借金を重ねてきてね、私が市長に就任を

したときに、本当に北方町と山内町に助けられたっていう側面がやっぱりあるんですよ。で、

そういった中で、やっぱり今までの旧武雄市というのは、もう、あれかこれかじゃなくて、

あれもこれもやってるんですね。あれもこれもって、やっている。じゃないとね、宮本栄八

議員さんね、あんな借金積み増せませんよ、はい。水道料金を高止まりしたまんまにね、あ

れだけ借金を重ねるっちゅうのはこれはすごいことだなと思うんです。ですので、そこはや

っぱり私は、山内町、北方町の今までのそのね、やり方を真摯に、合併したんで学ぶべきだ
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というふうにもう思っているんです。それとともに、どこをどういうふうに開発していくか、

あるいは再開発していくかっていうことを議論するのが、ここの僕は議会だと思っています。

ですので私は、子どもたちにその図書館のことを申し上げたのは、やっぱりですね、あれも

これもというのは、もう無理なんですよ。あれかこれかってしたときに、せっかく図書館に

力を入れるんであれば、あそこは武雄神社があります、武雄の大楠があります、御船山梅林

もあります。まあ、ゆめタウンっていうすばらしい商業スペースがあって、競輪場もありま

す。そうしたときに、今図書館に力を入れるとするならば、あわせて力を入れたほうが、私

は武雄市全体の市民価値が向上するという思いで申し上げたということであります。これが

大衆迎合のね、政治家と市長だったら、いやあ、子どもたちにね、いいこと言うねって、う

ん、まあ頑張ろうねっていうことを言ったと思いますよ。だけど私はね、政治ってそんな甘

い問題じゃないんです。社会に出たらもっと厳しいです。ですので、私は自分の考えを申し

述べたにすぎません。それでがっかりされたっていうことについてはね、私もその後、子ど

もたちと話しましたけれども、市長はあいですねって、普通の大人と違うですねって言った

ですね。はい、言いますよそら。ですので、私はそれで、その子どもたちに認められたと思

うんで、あんまり一方的に子どもたちがかわいそうだとかなんとかってね、言うこと自体、

思うのが、僕はかわいそうだというふうに思ってますし、もちろん、はい、大丈夫です、そ

れは全然期待してませんので。私自身としては、何というんですかね、子どもたちのまちづ

くりに対する考え方は十分に生かしていきたいと思う一方で、その場所をどうこうするかっ

ていうことについてはね、それは、先ほど申したとおり、議会、そして、市民の皆さんたち

でやっぱり話し合う必要があるだろうと。あれもこれもじゃなくて、もうあれかこれかの時

代がもう今真っただ中だというように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

24 番 谷口議員 

○24 番（谷口攝久君）〔登壇〕 

私もね、あれかこれかじゃなくて、あれもこれもとかいうんじゃなくて、どれをどうする

かっていう問題に絞ってお話をしてるわけですよ。何でもかんでも総花的にそれをどうこう

っていうんでは、まあ、そういう気持ちは毛頭ございません。ただね、子どもたちにそうい

う発言をされたということは、自分でそういうふうにお感じになってることですから、嘘で

も何でもないわけです。私が聞いたのは。ですから私、今ここにその部分についてのですね、

ちゃんとこう記録があります。これは、教育委員会がですよ、議事録としてつくったんじゃ

ございませんので、それを聞いて、そういう、その何といいますか、ネットで収録して、そ

れをそのまま打ち出したものをですね、私の手元に届きましたので、あえて、それを私はお

聞きしてるわけです。（発言する者あり）失礼なこと言いなさんなよ。（発言する者あり）

嘘じゃないですよ。じゃあ、あした私持ってきますよ、この書類を。本当に。（発言する者あ
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り） 

○議長（杉原豊喜君） 

ちょっとやじの応酬、静かに。 

○24 番（谷口攝久君）（続） 

 失礼なこと言ってんじゃない。 

○議長（杉原豊喜君） 

やじの応酬はしないでください。 

○24 番（谷口攝久君）（続） 

いつかもね、失礼なことして、例えば前に、４本足のニワトリのときもですよ、資料なん

かもちゃんときちんとお借りしてきたってことをですね、きちんとお示しして話してる。（発

言する者あり）わざわざね、相手がわざわざ貸してやってるわけですよ。そういう事をね、

わざわざ書類まで見せるまでしてるじゃないですか、あんた。（発言する者あり）そういうこ

とをですよ、私は、もう失礼ですよ。（発言する者あり）でも私はあえてそれ以上のこと言

いませんよ。（発言する者あり）まあ、私は嘘は、そういうことでは言いません。（発言す

る者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに。 

○24 番（谷口攝久君）（続） 

なんで本人が承諾、本人が……（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに、静かに、やじに応酬しないで。（発言する者あり） 

○24 番（谷口攝久君）（続） 

議長……（発言する者あり）いいですか。私が申し上げているこのことからいきましょう。

そういうですね、子どもたちの、だから私は、正確を期すために、子どもの議会の議事録あ

りますか、こども議会の議事録があったら出してほしいということを申したところ、ないと

いうことですから、そんなら、私が持っている資料に基づいて話すしかないと、いうことを

申し上げてるわけですよ。 

私はね、尐々ですよ、そういうこと必ずあなたはそういう性格だから、おっしゃるだろう

と思うからね、ガードを固めて質問をしてるわけですよ。（発言する者あり）また、議会終

了、本議会終了までに持ってきますから、議長に提出します。私はですね、そういうふうな

嘘の問題で、質問したりすることはしませんよ。非常に不愉快ですね。 

次に移りたいと思います。先ほど市長がですね、中心市街地の再活性化についてっていう、

私が再をつけたのはですね、一度、活性化の兆しが見えて、また昔の賑わいを取り戻した時

期があったんですよ、武雄にも。ですけども、今、尐しですね、そういうのが尐し停滞して
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いると。だから、もう一度ですね、ひとつみんなでまちづくりができんかというふうなこと

ですよ。その問題点を指摘し、意見を聞いてるわけですよ。ところが、再とは何かとかね、

そういうふうなですね、むしろ謙虚に聞いてですよ、できないならできないでいいわけです

よ、あなたの考えですから。私は、あえて聞いてるのは、そういうことなんです。 

次にですね、私、今、市長、この議会で何回も申されましたけども、住みたい町のですか、

第２位になったと。嬉しいことですよ、いいことですね。だから住んでいただくならば、も

う本当にですね、もっともっと、そのいわゆる住み続けたいまちづくりにするためにはどう

したらいいかということをお話ししたいと思っておりましたけども、ちょうど私の予定して

いる時間が何分かしかありませんので、これは後ほど、次の議会じゃないですね、今度まで

ですね。まあ、次に再選したらまたやります。 

市長の政治姿勢についてはですね、やはりこういう問題についてはですよ、やはりこう議

会もですね、あなたも市民から選ばれた方でしょうけども、尐なくても私たちも痩せても枯

れても、年を取っても若くともですね、やはり市民から選ばれて、そのことについて当然問

題提起をしていく必要があるということで、あえて申し上げているわけです。 

とにかくですね、今から特に高齢者の問題が１点だけありますけども、本当にですね、実

は今は高齢者比率からするといえば、さっきからいろいろ若い人がどうのこうのと話があっ

とりましたけども、それを頷いている議員もいらっしゃいましたから、あえて後ろを見て話

とるわけですけども。申し上げてますけども、高齢者の比率が高いですから、高齢者の気持

ちを言う、申し上げることも必要なんですよ。ですからあえて私は、高齢者の議員の皆さん

の気持ちを代表してですね、あえて申し上げております。そういうことでございます。しか

し、一応ですね、必要とする質問についてはこれで終わります。（拍手）（発言する者あり）

次に対する激励の拍手と思って感謝します。ありがとうございました。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

以上で 24 番谷口議員の質問を終了させていただきます。 


